
 

 

 

 
 

学び舎はうるわしきかな ♬ 

 

 
 
 

子どもたちの声が学校中に響き渡る・・・。このことに喜びを感じて毎日を過ごしています。本校職員の「生

徒のために，あんなことやこんなことをやりたい！」という思いを，ぐっと我慢して抑えることが今の私（校長）

の仕事です。新型コロナウイルスの収束が図れない中，不自由な生活を引き続き送らなければなりません。

「新しい学校生活」に，教職員も生徒も早く慣れたいものです。 
 
 
 

  
 

かれこれ 10 年以上前のことです。 T D L
東京ディズニーリゾート

を運営するオリエンタルランドの方の話を聞く機会がありまし

た。彼が言うには，「学校は，テーマパークの条件がそろっています。」とのこと。 

TDL と学校では違いが大きすぎると思った私は，彼に尋
たず

ねました。「なぜ，そう思われるのですか？」 

彼は，こう答えました。 

「学校には授業，行事，部活動，係活動など様々な舞台（ショー）が用意さ

れている。その舞台では，生徒と先生が一生懸命に頑張っている。」 

「また見方を変えれば，保護者や地域の方にとって学校で行われ

ている活動
シ ョ ー

は，とても興味のあるアトラクションですよ。」 

「なるほど，そういう考え方もあるものだな。」と感心したことを覚えています。  

同時に，「そういえば，授業は先生だけでも生徒だけでも成り立たない。両方が頑張ってこそいい授業

ができるな。」と思ったものです。 

さて，学校が再開して２週間半。また，忙しい生活が戻ってきました。始

業式・入学式で話した「Small school，Big chance!」どおり，生徒の皆

さんの活躍する姿が方々で見られることはうれしい限りです。  

「ああ，確かに今の私にとっては，アトラクションだ。」と，彼の言葉を噛みしめています。 

 

あの日，彼は最後にこう言いました。「ぜひ，テーマパークと呼べる学校を創ってください。」 

さて，皆さん。橋北中は充分にテーマパークでしょうか？学校の様子をご覧になって，ぜひ，ご意見をお

聞かせください。  ＊裏面に生徒が活躍する姿の写真を掲載します。これでもほんの一部です。 

 

 

 

 

B R I DG E ～あの橋をわたるとき～ 

No.6 

令和 2 年 6 月 1０日 

 橋北中 HP 

■三泗教育発表振興会行事の開催中止について 

 新型コロナウイルス感染症の影響により，以下の行事の中止が決まりました。 

 ・三泗小中科学展  ・三泗小中社会科展  ・三泗小中特別支援学級連合運動会 

 ・三泗小中音楽会（前号で通知済み。音楽部の発表の場については，検討中。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

新型コロナウイルスで乱れる子どもの心 

元気に見える子どもたちの姿ではありますが，新型コロナウイルス（休業中の生活や報道等の情

報を含む）が与えた影響は，予想以上に大きいようです。授業の中でも， 「世界平和」や「命を

失うことの悲しさ」，「混乱」「不安定」といった言葉が生徒から聞かれ，知らず知らずのうちに何らか

の影響を受けていることがわかります。 

幸いにも学校を休む生徒はいませんが，自粛疲れや感染の恐れへの心配から，心の乱れが生じ

ることも予想されます。学校が始まるとついつい「がんばれ！」「しっかりやりなさい！」と励ますことが多

くなりますが，ご家庭ではねぎらいの言葉をかけていただき，無理をするくらいなら休むように勧めてや

ってください。（元気になって，再び学び始めればいいんです！） 


